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〇 真の問題は「計算能力」や「予測する力」
といった知性でＡＩが人間を超えるかど
うかではない。ＡＩによって、私たちが
現実と仮想の区別を失うかどうかだ。
〇 ポールマッカートニー氏がＡＩを使って
古いデモテープからジョン・レノン氏の
声を抽出し、ビートルズの新曲を完成さ
せた。ＡＩが発達すれば、彼らが作曲し
てさえいない「ビートルズの新曲」を彼
らの声やスタイルでつくることができる
だろう。本物と見分けがつかないとした
ら、あなたはどう感じるだろうか。

〇 もし他の選手が遺伝子工学を利用して、
大谷と同じくらい素晴らしい投打二刀流
の選手になったらどうだろう。きっと私
たちは天性の才能努力のたまものである
大谷と同じようには、この選手を称賛す
ることはできない。
〇 遺伝子操作で子供の知能指数（ＩＱ）を
高めようとすれば子供に対する無条件の
愛情を損なう危険がある

　「技術の未来」の話をしよう
　６月30日　日本経済新聞

〇 あらゆる技術は人間の利益に完全に沿う



ものでなければならない。
〇 ニヒリズムは「人間が存在することに意
味はない」という。だが、私たちが生ま
れてきたことに意味があろうがなかろう
が、神が存在しようがしまいが、我々は
道徳的真実を見つけ出し、それを実践し
なければならない。我々には未来を守る
義務がある。それが「人生の意味とは何
か」という問いへの私の答えだ。
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令和５年度令和５年度
「薬と健康の週間」行事の実施について「薬と健康の週間」行事の実施について



2023いしかわ介護フェスタに参加して2023いしかわ介護フェスタに参加して





≪チャレンジ１≫





≪チャレンジ２≫

























石川県薬剤師会への特殊詐欺被害防止石川県薬剤師会への特殊詐欺被害防止
のための協力依頼についてのための協力依頼について

～薬局利用者へのチラシ配布による注意喚起～～薬局利用者へのチラシ配布による注意喚起～





≪注意喚起チラシ≫



第37回（令和５年度）北國がん基金啓発活動部門採択第37回（令和５年度）北國がん基金啓発活動部門採択
「医療者によるがん緩和医療に関わる薬剤師の支援」「医療者によるがん緩和医療に関わる薬剤師の支援」

オンライン講演会の紹介オンライン講演会の紹介







地域の子どもたちに、薬（薬局）について学んでもらった！地域の子どもたちに、薬（薬局）について学んでもらった！



ガ　　ザガ　　ザ



今回のガザ戦争のイスラエルの目標は、
ガザ市民を全員エジプトに追い出すこと
だ。ここまでの１か月半の戦争で、イスラ
エルはガザ北部の市街地を完全に破壊して
住めないようにした。北部の市民の大半が
南部に避難し、南部は過密になって住環境
がとても悪い。
イスラエルは、外部からガザへの物資供
給を妨害し、ガザ南部は水や食料や燃料な
どが不足している。この状態が長引くほど
ガザ市民の生活が悪化し、パレスチナの大
義を超えた現実的な救済が必要になる。
(略)
エジプト政府は、ガザ市民がエジプトに
来ることを昔から強く拒否してきた。だ
が、このままガザ市民をガザに押し込め続
けていると、飢餓など人道危機がひどくな
る。あと１～２か月もしたら、国際社会や
アラブ諸国がイスラエルを非難しつつも、
人道的な理由からガザ市民をガザから出
し、エジプトのシナイ半島に難民キャンプ
を作って移住させることが必要になる。
イスラエルは、その時までガザを攻撃し
続ける。イスラエル国防相は、４日間の停
戦が終わったら攻撃を再開し、少なくとも
２か月は続けると言っている。最短で２か

月後に、世界からの道義的な加圧により、
エジプト政府がラファ検問所を開けてガザ
市民をシナイ半島に受け入れざるを得なく
なるとイスラエルは予測しているのだろ
う。
「ずっと続くガザ戦争」
 2023年11月25日　田中　宇
https://tanakanews.com/231125gaza.htm





カタリン・カリコ氏カタリン・カリコ氏



2008年には、さらに研究を重ね、

mRNAのウリジンを「シュードウリジン」
という特定の化学修飾をつけたものに発展
させた。このシュードウリジンを施した
mRNAを使うと、炎症が抑えられるばか
りか、タンパク質の設計図であるmRNA
がとんどん細胞の中に入っていき、大量の
タンパク質が作られることがわかったので
す。
「世界を救うmRNAワクチンの開発者
 カタリン・かリコ」増田ユリヤ著

mRNA合成用原料のシュードウリジン
ヤマサ醤油の医薬・化成品事業部では、
核酸系うま味調味料の製造開始を発端に、
核酸化合物に特化して60年以上事業展開
してきています。1970年代からは医薬品
原薬の製造販売も開始しています。以前は
研究用試薬として数多くの核酸化合物を合
成し販売していましたが、その一つとして
シュードウリジンを1980年代から販売し
ております。
古くから製品として持っていたことも 

あり、今話題のmRNA（メッセンジャー
RNA）の合成用素材として以前からご使
用いただいております。体内に存在する通



常のmRNAは配列をなしている４つの核
酸化合物の一つがウリジンであるのに対し
て、治療薬やワクチンとして開発されてい
るmRNAはウリジンのかわりに修飾核酸
（シュードウリジンやその他の誘導体）が
使われています。尚、シュードウリジンは

RNAの一つであるtRNA（トランスファー
RNA）などの構成要素としてもともと体
内にも存在します。

ヤマサ醤油ホームページより
 https://www.yamasa-biochem.
com/business/20211012.html

僕を破壊した美しい海側環状道路のコース僕を破壊した美しい海側環状道路のコース



















http //www.ishikawakenyaku.com/
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